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平成３０年第１回邑楽町議会定例会議事日程第５号

平成３０年３月１６日（金曜日） 午前１０時開議

邑楽町議会議場

第 １ 発議第１号 邑楽町監査委員条例の一部を改正する条例

第 ２ 請願・陳情

第 ３ 閉会中の継続調査について
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◎開議の宣告

〇小島幸典議長 これより本日の会議を開きます。

〔午前１０時０２分 開議〕

◎諸般の報告

〇小島幸典議長 日程に入る前に諸般の報告をします。

監査委員から監査結果の報告がありましたので、写しをお手元に配付しておきましたから、ご了

承願います。

議事の日程は、配付のとおりであります。

◎日程第１ 発議第１号 邑楽町監査委員条例の一部を改正する条例

〇小島幸典議長 日程第１、発議第１号 邑楽町監査委員条例の一部を改正する条例を議題とします。

提出者から趣旨の説明を求めます。

松村潤議員。

〔７番 松村 潤議員登壇〕

〇７番 松村 潤議員 発議第１号 邑楽町監査委員条例の一部を改正する条例について提案理由の

説明をいたします。

監査制度の充実強化を趣旨とする地方自治法の一部改正が昨年６月に行われ、その一部が平成

30年４月１日から施行される。その主な内容は、監査委員を議員から選任することを必須としない

ことや監査専門委員を創設することである。この改正趣旨を踏まえ、このうち監査委員と議会のチ

ェック機能における役割分担を純化すべく、議員のうちから監査委員を選任しないこととするもの

である。すなわち、いわゆる議選監査委員は、町政に精通した選良としてすぐれた識見で町の監査

に一定の役割を果たしているが、監査の独立性を担保するためには、できる限り外部の人材を雇用

すべきとの観点から、このたび法改正を機に、議員のうちから監査委員を選任しないこととするも

のである。

〇小島幸典議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 討論なしと認めます。
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これにて討論を終結します。

これより発議第１号 邑楽町監査委員条例の一部を改正する条例を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇小島幸典議長 起立全員。

よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２ 請願・陳情

〇小島幸典議長 日程第２、請願・陳情を議題とします。

委員長の報告を求めます。

松村潤総務教育常任委員長。

〔松村 潤総務教育常任委員長登壇〕

〇松村 潤総務教育常任委員長 総務教育常任委員会に付託された請願について、審査結果を報告い

たします。

請願第５号 年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願につきましては、制度改正に伴う事務

手続に要する経費等費用対効果を考慮した場合、適切ではないとの判断から、委員の全員一致をも

って不採択と決定いたしました。

以上、報告いたします。

〇小島幸典議長 請願第５号 年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願についての委員長の報告

に対する質疑に入ります。

質疑ありませんか。

大野貞夫議員。

〇11番 大野貞夫議員 委員長、ご苦労さまでございます。今委員長の説明をお聞きしたわけですけ

れども、私は紹介議員の一人として、一、二ちょっと質問させていただきます。

実は、この請願は、群馬県内の多くの自治体に同じような請願を出しておるわけですけれども、

昨今では、近いところで明和町が、私の得ているところによりますと、継続というようなことを伺

っております。私も内容からしまして、これは採択をしていただけるのが一番いいわけですけれど

も、常任委員会の中で議論の結果、不採択という結果が出たという話を聞いて、ちょっと私も非常

に残念だなというふうに思っているのですが、１つには、この中での審議の中で、大体具体的な話

がどんな話になったのか。今の話でいきますと、非常にお金もかかるしというような話でしたが、

大体そんなところでよろしいのですか。

〇小島幸典議長 松村潤総務教育常任委員長。

〇松村 潤総務教育常任委員長 委員会ではそういう話も出まして、大野議員が全員協議会でも説明
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されましたけれども、4,000万人の方が受給していると。その方に毎月支給した場合には、日銀あ

るいは金融機関の業務量がふえてくると。また、そのために振り込み手数料もかかってくると、増

加するということが見込まれるということで、もう一つは、今年金の支給が国民の間に定着してい

ると。そういったことから、年金の支給を毎月することについては、あえてする必要はないと、こ

ういう結論でございます。

〇小島幸典議長 大野貞夫議員。

〇11番 大野貞夫議員 わかりました。今の説明で、そのほかに、今言われた説明以外に何かという

ことはありませんでしたでしょうか。

〇小島幸典議長 松村潤総務教育常任委員長。

〇松村 潤総務教育常任委員長 この判断に至った経緯につきましては、新たな公費を投入すること

になるということでありまして、委員会の中で議論をいたしまして、結論を得た結果ということで

ありますので、これ以上のこともこれ以下のこともございません。

〇小島幸典議長 大野貞夫議員。

〇11番 大野貞夫議員 まとめをいたしますが、このお金の一番肝心な点は、最大の問題というのは、

やはり手数料であるということですよね。ただ、このお金が、確かに１回につき4,000万人の受給

者に対するお金が約４億5,000万円かかる。非常に我々の税金が確かに使われるわけですけれども、

実際はこれが厚生労働省の管轄ではありますけれども、厚生労働省がじかにそのお金を出すのでは

なくて、厚生労働省から財務省に事務の移管、これが行きまして、その財務省から日銀、日銀に仕

事が移るという内容なのです。そのことの費用は、いわゆる日銀の国庫金、これが使われるという

ことです。その国庫金の中で、実際は日銀も半官半民みたいなものですから、その事務を移管する

ことによって、それなりの手数料とか、日銀もただ単にマイナスの仕事をしているわけではないわ

けです。日銀というのは、そのほかにいろんな仕事がありまして、国債の買いかえとか、いろいろ

あるわけですけれども、年間で２兆円ほどの利益を上げているそうです。その中の一部を使ってこ

の費用に充てようというのが年金者組合のほうで交渉した結果、内容的にはそういう内容だと。だ

から、直接厚生労働省から国がお金を出すのではなくて、日銀の中の国庫金の中で賄っていくのだ

ということが交渉の中で明らかになりました。

いずれにしても、常任委員会の中でそういうことが、常任委員会の総意として結論が出たわけで

すから、私はそれに対してだめだとか何だとかという、不本意ではありますけれども、それは了承

をいたします。今後、同じようなことがまた何カ月後か何年後かわかりませんが、要請がまた、請

願が出てくると思います。そのときに改めてもう一度この辺を精査していただいて、ぜひそういっ

た年金者組合の要望に応えられるようなことをぜひお願いしたいということを申し上げまして、発

言を終わります。ありがとうございました。

〇小島幸典議長 ほかに質疑ありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより請願第５号 年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願を採決します。

本請願に対する委員長の報告は不採択であります。本請願を採択することに賛成の方は起立願い

ます。

〔起立なし〕

〇小島幸典議長 起立なし。

よって、請願第５号は不採択と決定しました。

◎日程第３ 閉会中の継続調査について

〇小島幸典議長 日程第３、閉会中の継続調査についてを議題とします。

各常任委員長、議会運営委員長から、会議規則第74条の規定により、お手元に印刷配付してあり

ます継続調査事項一覧表のとおり申し出がありました。

お諮りします。各委員長より申し出のとおり、それぞれ閉会中の継続調査に付することにご異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇小島幸典議長 異議なしと認めます。

よって、そのとおり決定します。

◎町長の挨拶

〇小島幸典議長 以上をもちまして、今期定例会の日程は全て終了しました。

閉会に当たり、町長から発言の申し出がありますので、許可します。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 平成30年第１回邑楽町議会定例会の閉会に当たり、一言御礼の言葉を申し上げます。

３月６日開会されました定例会、本日16日最終日となりました。この間、各種条例の制定をはじ

め、平成29年度各会計補正予算及び平成30年度各会計当初予算など原案どおり可決をいただきまし

た。まことにありがとうございました。また、一般質問では議員各位から貴重なご意見をいただき
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ました。これからの町発展のため、役立てていきます。

邑楽町は、昭和43年４月１日町制を施行して、ことしは50周年という記念すべき年に当たります。

この50周年、多くの記念事業を計画しておりますが、町民の皆さんとともにお祝いをいたしたいと

思います。

また、長い間、町民の強い要望のありました中央公民館も多くの皆さんのご協力をいただき、完

成をいたします。完成の暁には、町民の皆さんに大いに活用していただき、教育文化活動等をより

一層充実させていただきたいと思います。

議員各位並びに町民の皆さんの一層のご理解とご支援をお願い申し上げまして、御礼のご挨拶と

させていただきます。大変お世話になりました。ありがとうございました。

◎閉会の宣告

〇小島幸典議長 以上で平成30年第１回邑楽町議会定例会を閉会します。

ご協力いただきましてありがとうございました。

〔午前１０時１９分 閉会〕


